
 
 

琵琶湖・淀川流域対策に係る有識者との意見交換について 

 

令和３年 12 月 19 日  

本部事務局地方分権課 

 

《趣 旨》 

令和２年３月の関西広域連合委員会において、琵琶湖・淀川流域対策に係る研究

会水源保全部会のまとめが報告された際に、有識者と委員とのディスカッションを

行うという提案があったことを踏まえ、今般、部会座長から部会報告と新たな視点

での流域連携について話題提供をしていただき、今後の施策展開にむけての議論の

一助とするため、連合委員との意見交換を実施する。 

 なお、同部会の報告書については、流域の構成府県市が参加する連絡会議でその

報告書の内容を共有し、今後の施策展開について議論をしているところ。  

 

《有識者》 

浅野 耕太 （琵琶湖・淀川流域対策に係る研究会水源保全部会 座長） 

【専門分野】 

環境経済学 

【所属・役職】 

京都大学大学院人間・環境学研究科 教授 

【経歴等】  

環境価値の定量評価に関する専門家であり、環境省が実施するプロジェクトのテー

マリーダーとして活躍。 

環境経済学者として費用負担や税制の設計分野においても高知県や熊本県におけ

る制度の指導、研究。 

  京都大学農学部助手（農政学講座、食料・環境政策学分野）、京都大学大学院地球

環境学堂助教授（資源利用評価論分野）、京都大学大学院人間・環境学研究科助教授、

准教授を経て、現職。 

琵琶湖・淀川流域対策に係る研究会

水源保全部会
令和2年3月報告書

令和2年度～連絡会議

リスクファイナンス部会 海ごみ発生源対策部会

《研究会と各部会との関係》 
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